
安全衛生 2022年度 重点施策

“危なさと向き合おう” を

国14次防2023年度より、全会員展開

2022年はその準備を実施

西尾労働基準協会 活動結果報告



科学的論理的安全活動の全会員展開

補 足実施時期 場所会議体の名称準備内容

製造業作成 RA水蒸気爆発防止編
全会員、家庭向け RA熱中症、感電防止編

2022年6月3日㈮
14：00～大ホール

安全週間説明会①推奨事例の紹介

お願いする役割は会員の初期工数抑制
◇活動入り口（危険源理解）のケア
◇工数抑制するフォーム（事例）の提供

2022年6月30日㈭
7月 1日㈮

９社に訪問

第5回危険源調査
相互確認会

②先導役をお願いする
コア会社への訪問完了

衛生週間説明会の第二部として実施
愛知労働局濵田氏を講師に招聘

2022年9月14日㈬
14：00～大ホール

リスクアセスメント
出前講座

③考え方と宣言

『推進事業所宣言』の提出で
手を挙げられた事業所

2022年11月4日㈮
10：00～監督署

コアチーム会議④宣言➡宣言会社集約
共同する対象会社の決定

◇危険源が都度違う会社 中部電力に協力依頼
◇大きな災害 実感困難な会社 検討中

協会、監督署、西尾分会コアチームで検証

2022年11月25日㈮危険源調査検証会⑤推奨事例が他業種に
有効かの検証

2023年2月10日㈮
14：00～大ホール

第14次防説明会
＊出前講座も予定

⑥全会員へ要綱の説明

2023年3月6日㈪優良工場見学会⑦優良工場見学

2

国１４次防2023年度から全会員展開に向け、2022年度はその準備を実施

手を挙げてください
やってみたい・・で宣言OK

ご一緒に 協会は全力でサポートします

安全、衛生部会

国際的安全の定義に沿って、危険源と作業から科学的論理的に安全を診てゆく活動です。
西尾の共同活動は管内から大きな災害をださないことと後世への伝承を目的に実施します。

考え方は右記にも
対応・貢献

ISO45001
2018年制定
安全の国際規格

化学物質から始まる

自律型法令
１年後

全国的に災害増の

小売業/介護施設
基安発0209 別紙

安全は

SDGs
のベース

済

済

済

済

👉組織 ５ページ参照

👉もう一つの

西尾モデル完成済

延期

👉事例

西尾モデル完成
この後 化学物質内でご紹介

全産業展開に向け 判り易い事例と推進組織
ができました。本当にありがとうございました。



第５回 『危険源調査』相互確認会

日時 ２０２２年 ６月３０日（木）7月１日（金）
訪問者 西尾労働基準協会 会長、協会

岡崎労働基準監督署西尾支署
支署長、安全専門官

主旨 西尾管内から大きな災害を発生させない

目指す姿

『危険源』を調査/層別し警戒すべきものを特定
危険源は危ないところを見つけるのではなく調べる

関連する『作業』を把握する
以上で許容できないリスクを見える化

そしてそこを『マネジメント』する その内容は

①危険源/作業吸いあげのしくみをつくる
②人・機械に ミス・エラーがあっても災害を防ぐ
ソフトとポカヨケの併用 実例）１８の鉄則

③QCDSME総合的な視点で定着させてゆく

この会は入り口の
『危険源を調べてますか』がテーマ

危険源
・名称、数値、情報/特性が
調べられているか

・搬入から廃棄までの全工程を
想定しての調査か

西尾

中日本鋳工

旭電気製鋼オティックス幡豆

ミツミパターン

伝承できて
いるか？・・
で振り返り
ましょう

ミカワ精密

中村鉄工所

柴田工業

弥富製作所



⻄尾モデル事例
ベース

◆危険源全体網羅のリスト
高エネルギーを特定したマップ 旭鉄工
何故︖だからで語り継ぐイーラーニング

全会員共通
◆化学物質 宮崎コンサル

業種別
◆製造 動⼒挟まれ防⽌ コクネ製作

◆建設 墜落 今後



安全部会 衛生部会



危険源が都度違う場合のモデル
全１０ページから ５ページ抜粋版

検討日時 ２０２２年１１月２５日
協力 中部電力パワーグリッド株式会社⻄尾営業所
検討参加 コアチーム(オティックス、山旺建設、榊原精器)

⻄尾労働基準協会
岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署



発注者が請負会社に 危険源を未通達の災害事例

違反条文：
１．労働安全衛生法 第３１条の２（注文者の講ずべき措置）
２．労働安全衛生規則 第６６２条の４第１項（文書の交付等）
３．労働安全衛生法 第１１９条第１号（罰則）
４．労働安全衛生法 第１２２条（両罰規定）

発注者は、化学設備を保有する
工事の注文者でありながら、
配管工事の元請業者に対して、
化学物質の危険性や有害性、
作業における安全衛生上の注意
事項等の法定項目を記載した
文書を作成し、交付をしていな
かった

↓
労働安全衛生法違反 書類送検

事例：引火物を含んだタンク配管に溶接作業を行い､爆発/炎上



工事責任者
②手順を書く

④措置を書く（原則ソフト＆ポカヨケ）

元請会社は計画段階で必ず協議

③高エネルギー危険源を書く

再評価は不要
(推奨)

発注者は、少なくとも①で示した

危険源に対する対処が書いてあるかを
確認する レ点チェック

危険源が都度違う場合はここが大切
発注者責任（安衛法３１条の２）

危険/有害情報（高エネルギー危険源特定）の提供
『高所』『油ありー火気禁止区域』『CO発生区域』『アスベスト』他

事前に①発注者は自社RA記録から、工事責任者は
現地確認して 協同で警戒すべき危険源を認識しあう

事例：工事計画段階における発注者・工責の役割


